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１． はじめに 

（1）生徒に体を動かす楽しさを 

 筆者が体育教員を目指した根本には，児童

生徒に体を動かす楽しさを伝えたいという気

持ちが一番にある。高等学校学習指導要領（文

部科学省（平成 30 年 3 月））の第６節保健体

育の目標(３)にも「生涯にわたって継続して

運動に親しむとともに健康の保持増進と体力

の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活

を営む態度を養う。」と記載されており，生涯

を通じて運動に関わっていくためには，体を

動かす楽しさを体育の授業を通して体感する

必要があると考える。そのためには，体を動

かす楽しさを体感できるような授業構成が重

要であると考えている。  

(2)わかりやすい授業とは何なのか 

筆者は大学 4 年時の教育実習で，「授業が，

教師のテンポで行うため分かりづらい」と指

摘を受けた。生徒の状況を考えて授業の構成

が組めず、「これくらいならできるであろう」

といった気持ちでメニューを組んだ結果，生

徒への還元が小さくなってしまった。どうす

れば，生徒が技術を習得しやすくなるか，授

業が分かりやすくなるのかを考えた結果，ス

モールステップの練習メニューを組み，コー

チング理論を取り入れることで，この問題が

解決するのではないかと考え，この研究テー

マを設定した。また、「できる」からと言って

「わかる」わけではない。「わかる」からと言

って「できる」わけでもない。双方向につな

げるためにコーチングを通してこの問題も解

決していきたい。 

先行研究において，佐藤（2011）は，「「わ

かる」と「できる」の統一を目指した授業づ

くり－コーチングを活用した保健体育科の実

践－」の中で，「保健体育科では具体的な目標

である「生涯にわたって運動に親しむ資質や

能力の育成」「健康の保持増進のための実践力

の育成」「体力の向上」を図り，究極的な目標

「明るく豊かな生活を営む態度を育てる」こ

とを目指さなければならない。基礎的な身体

能力だけでなく，知識を身に付け生涯にわた

って運動に親しむことができるようにする。

そのために「わかる」ことと，「できる」こと

を結びつける必要があると考えた。それらを

結びつけることができるような授業つくりに

運動やスポーツにかかわりの深いコーチング

に着目し、結果 82.1％の生徒が「わかる」と

「できる」が統一された。」と述べている。 

コーチングが「わかる」と「できる」をつ

なぐのに有効な方法であることを筆者の研究

でも検証したい。 

(3)コーチングについて 

 「日経 DUAL 2015/6/12 付」には，コーチ

ングについて，①～④のように定義している。 

① コーチング（coaching）とは 

「人材開発の技法の一つ。対話によって

相手の自己実現や目標達成を図る技術で

あるとされる。相手の話をよく聴き（傾聴），

感じたことを伝えて承認し，質問すること

で，自発的な行動を促すとするコミュニケ

ーション技法である。」と書かれている。 

②教師側に必要な 3 つのコアスキル 

1）『双方向性』 

  従来の『教える』という行為は、教え

る側から教わる側への『一方通行』であ

るが，これを子どもたちに聞いたり，質

問したりすることで双方向にする必要

がある。生徒たちに考えさせることが大

事である。 



2）『個別対応』 

一般的な授業は，どうしても平均的な

子どもを想定して行うことになるが，コ

ーチングでは個別に対応を変えていくこ

とが大切である。この「個別対応」に役

立つのが，人のタイプ分けであり，その

タイプは 4 つに分けられるといわれてい

る。 

＜タイプ 1：コントローラー＞ 

  自分の考え通りに事を運ぶのが好き。他

人からの指図を嫌うが，他人から質問され

るのは好き。競争心が旺盛で，発言では結

論から入る傾向にある。 

＜タイプ 2：プロモーター＞ 

  みんなで楽しく活動するのが好き。理屈

を嫌う。アイデア出しや発言するのが好き。

ほめられることや注目されることを好む。 

＜タイプ 3：サポーター＞ 

  人を助けることが好き。人とのコミュニ

ケーションを大切にするが，自ら決断する

ことが苦手。 

＜タイプ 4：アナライザー＞ 

  あらかじめ情報分析をして計画を立て

る。突然の変更や，裏付けのない決定を嫌

う。 

 3）『継続性』 

双方向によって，生徒から解決法が提示

されたとしても，すぐに解決するわけでは

ない。そこは粘り強く継続することが大切

である。辛抱強く答えを引き出し，それを

見守ることが大切である。 

③教師側に必要な 3 つの能力 

 1）コミュニケーション能力 

 2）経験 

3）メンタル面をコントロールするための

心理学的な知識 

④コーチングの技法 

〈フリーズコーチング〉 

  伝えるべき現象が起きた時，いったん生

徒全体の動きを止めてコーチングする方

法 

メリット 

・状況を切り取って再現するためわかりや

すい。 

・生徒全員で共通認識を持つことができる。 

デメリット 

・試合・練習の流れを止めてしまうため，

生徒の集中を切ってしまいがち。 

・ミスに対してフリーズをかけた場合，そ

の生徒への心理的負担になる。 

〈シンクロコーチング〉 

  生徒に伝えるべき現象が起きた時，生徒

全体の動きを止めずにコーチングする方

法。 

メリット 

・試合・練習の流れを止めないので，生徒

の中を切らさない。 

・その場で指導するため状況や内容を，コ

ーチを受ける生徒が忘れにくい。 

デメリット 

・生徒全員で共通認識をもつことができな

い（できにくい）。 

・同じ，もしくは近い現象がその後起きな

ければ，その時にコーチングした効果が

薄まる。 

 

 筆者は，これらを活かして生徒が「わかる」

と「できる」が双方向に繋がるようなコーチ

ングを取り入れてみたいと考えている。 

 

２．目的 

本研究では，コーチングの技法を用いた授

業構成を構築し実践することで，生徒にとっ

て「できる」実感を伴ったわかりやすい授業

になりうるか検証することを目的とする。 

 

３．方法 

〈実習校と授業実践〉 

〇実 習 校：山梨県内公立高等学校 

〇実習期間：平成 30 年 5 月～12 月 



〇対  象：第 2 学年 26 名 

〇実践期間：10 月から 11 月 

〇単  元：「女子サッカー」 

※本単元の高等学校学習指導要領解説保

健体育編・体育編(平成 30 年 7 月)にお

ける位置 

球技は，ゴール型，ネット型及びベー

スボール型などから構成され，個人やチ

ーム の能力に応じた作戦を立て，集団対

集団，個人対個人で勝敗を競うことに楽

しさや喜びを味わうことのできる運動で

ある。 

「ゴール型」とは、ドリブルやパスなど

のボール操作で相手コートに侵入し、シ

ュートやトライなどをして，一定時間内

に相手チームより多くの得点を競い合う

ゲームである。 

〇目  標：「わかる」と「できる」が双

方向に繋がる授業づくり 

 〇授業に取り入れる工夫 

1) やることを簡単明確に指示する 

 ・具体的には 1 つのサイクルとして授

業を構成することで，生徒が理解し

やすくなると考えたため。 

2) 基準到達に向けてステップを複数用

意する 

 ・様々な段階の生徒がいるため。 

3) 共通の課題を用意する 

 ・共通の課題を到達目標とすることで

生徒自身がゴール地点を分かりやす

くするため。 

4) コーチングを取り入れる 

 ・「わかる」と「できる」を結びつける

ため。 

5) 学習ワークシートを活用する 

 ・学習ワークシートは、主に生徒の解

釈を表現する場として活用した。こ

れらは生徒の解釈を見とる手立てと

しても用いた。 

４．結果 

（1）授業内容 

  次の４点を意識して，授業を実践する。 

①生徒が教師のコーチングを通して実技

の向上目指す。 

②教師のコーチングは極力答えを伝える

のでなく，生徒が答えに辿り着くための

ヒントや選択肢を提示していき，生徒自

身が考えて目標達成できるように促す。 

③実技が「できる」と実技が「分かる」が

双方向に繋がるようにする。 

④生徒が実技を行う時間を確保し，実技を

通してお互いに教え合うことによって

理解を深められる機会を設ける。 

 

（2）単元計画 

 単元 球技 ゴール型 サッカー 

 

（3）授業形態について 

  生徒が到達目標を達成するために，授業

の形態を考えてみた。 

 ・準備と準備体操（8 分） 

 ・スキルテスト練習 コーチング１（リフ

ティング）（7 分） 

 ・メイン練習 コーチング２（10 分） 

 ・ゲーム コーチング３（20 分） 

 ・振り返り，評価，ワークシート(5 分) 

 

時間 内容 

1 オリエンテーション 

2～5 スキルテスト練習・ドリブル練習 

・ゲーム 

6～7 

本時 7 

スキルテスト練習・パス練習 

・ゲーム 

8 スキルテスト練習・シュート練習 

・ゲーム 

9 スキルテスト・シュート練習 

・ゲーム 

10～11 リーグ戦 



（4）本時の授業 

日時 平成 30 年 11 月 5 日（月）4 校時 

 対象 第 2 学年女子 26 名（３）本時の展開（７時間目） 

本時のねらい（指導の重点） 

・自分が狙った場所にパスが出せることを身に付ける。 

・健康・安全を確保し競技に主体的に取り組むことが出来る。 

本時の学習評価 

     ・競技の楽しさに触れ主体的に取り組もうとしている。（関心・意欲・態度②） 

・ボールを味方に、守備のいない空間にパスが出せること。（運動の技能①） 

 学習内容・活動 指導上の留意点・評価方法及び評価規準 

       

導入 

(10 分） 

１ 集合、整列、挨拶、点呼を体育委員

が中心に協力して行う。 

 

２ 用具の準備・準備運動を行う。 

◎健康状態を観察し、体調の悪い生徒に

ついては無理をさせないよう配慮す

る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

なか 

(35 分) 

３ スキルテスト練習（リフティング）

(5 分） 

 

４ パス練習（パス＆コントロール） 

（15 分） 

・コーンを相手に見立てて対人パス

を行う 

 

 

 

 

 

 

５ ゲーム（15 分） 

・前半後半に分けて行う 

◎今までの復習をしながら目標に向か

ってチャレンジする 

◎【観察評価】を行う。 

・ボールをコントロールして味方にパス

をする 

・コーチングで、できていない生徒に助

言を行う。 

（体の向き・足の面を固定する） 

 

 

 

 

 

◎【観察評価】を行う 

◎本授業の練習が活かされているか確

認する。 

◎ハーフタイムにチームでゲームの改

善点を話し合わせる 

まとめ 

(5 分) 

６ 本時のまとめ 

(1)片付け、整列 

(2)本時の振り返り。 

７ 次時予告 

 

８ 挨拶 

 

◎けが人がいないかを確認する。 

 

 

 

◎起立させ挨拶させる。 

 

（ねらい）・コーチングを通して，安定したボール操作を身に付ける。 

     

 



（5）授業中に行うコーチングについて 

教師が，生徒の運動技能の低・中・高を

意識し，運動技能のレベルに合わせて，そ

れぞれコーチングの質を変える。具体的に

は，運動技能が上がるにつれて抽象的に伝

えていくように意識する。 

〈コーチングの具体例〉 

 

また，運動技能のレベルに関係なく，共

通して行ったコーチングについては，以下

のとおりである。 

・出来たときに褒める。 

・その時になぜ出来たかフィードバックす

る。 

・共通認識をもたせる。 

・成長していることを細かく伝える。 

 

スモールステップで上達していることを

教師が承認し、生徒自身にも着実にレベルア

ップしていることを実感させるためにこまめ

に行った。 

 

（6）スキルテスト（リフティング）につい

て 

  リフティングをスキルテストに設定し

た理由は， 

・足の面を固定する 

・ボールの中心を蹴る 

という，サッカーにおけるどの動作にも使

用する動作が含まれているためである。ま

た，到達目標として，満点は１０回で，毎

授業，練習時間を設ける。 

  こうした取組を受けて，生徒のリフティ

ングの回数について，分析した。 

 ①リフティングの回数 

リフティング回数（全体の回数の平均値）

は，図１より右肩上がりに上昇したことが

わかる。 

 

 

 また図２より，多くの生徒が，目標の１０

回付近に到達したこともわかる。平均回数は，

8.5 回である。 

 

 

運動技能の 

レベル 
具体的なコーチング例 

低 

・ボールの中心を蹴ると上に上

がるよね！一回ずつやってみ

よう！ 

・足の面を固定するには親指を

丸めて、つま先を地面と平行

にしてみよう！ 

中 

・どこを蹴ると上に上がる？ 

・どうやったら足の面がまっす

ぐに固定されるかな？ 

高 

・地面にボールをつくとまっす

ぐ上に上がるよね？それと同

じようにやってみよう！ 

図 2 リフティングの最高回数 

図 1 リフティングの平均回数 



 

 

   

図 3 からは，全員がリフティング回数を更新

し，平均で一人当たり 4.4 回増えたことが

わかる。 

  以下にコーチングによる具体的な事例を

あげる。 

〈コーチングに関する 2 つの事例〉 

事例１ 

・アンケートに，「言われたことをやって

みたら回数が上昇した。」と書かれた生

徒へのコーチングの事例 

 

事例２ 

・アンケートに、「コツを複数教えてくれ

たことで自分に合ったコツを見つける

ことができた。」と書かれた生徒へのコ

ーチングの事例 

 

（7）メイン練習やゲームでのコーチングに

ついて 

〈コーチングに関する 2 つの事例〉 

事例１ 

・メイン練習におけるシンクロコーチング

の事例 

 

 

 

事例２ 

・多くの生徒の成功シーンで必ず褒める

ように心掛けた事例 

 

 

図 3 リフティングの伸び数 

生徒：「先生，足の面を固定するのが難し

いです。」 

教師：「インステップにこだわらなくても

大丈夫だよ！例えばどこなら面を

作りやすいかな？」 

生徒：「頭？？」 

教師：「頭もいいね！他にも太ももなんか

も平らにしやすいよ！色々と試し

てみよう！」 

毎授業の初めに，リフティングの振り返

りと前回多くの生徒がつまずいたポイン

トの改善点を提示した。 

「ボールのどこを蹴ると上に上がるか

な？」 

「いつ足を固定したらいいかな？」 

「ボールをどれくらいの高さでければ

いいかな？」 

など，実際に悪い例と良い例を見せたこと

で説得力を上げたと考えられる。 

メイン練習でつまずくたびに，「どうし

たらいいかな？」と投げかけ，まずは生徒

に考えさせる。 

生徒から意見が出てきた場合，そのプレ

ーを実演させる。出ない場合は，最低二種

類の案を提示し，どちらが良い選択か，生

徒に問いながらプレーをさせた。 

 

 

アンケートより、「自分たちの動きを客

観的に見て「どうしたらいい？」と投げか

けてくれたので自分で考えて次に繋げる

ことができた。」とかかれていた。       



〈コーチングの課題〉 

・実際に指導してみると，疑問形で投げか

けられるシーンがあっても，楽をして答

えを言ってしまう（ティーチング）こと

があった。 

・自分が，実際にプレーをして指導する部

分とコーチングのみで指導する部分の

判断が鈍い時があった。 

 

（8）その他の活動の成果と課題 

・授業前後のアンケートから 

 授業前後でアンケートをとった。項目は①

「体育は好きですか」，②「サッカーは好きで

すか」，③「教員のコーチングは技術習得に有

効であったか」の 3 点である。 

 

 

 

図 4 より，実践した授業を通して，体育を

好きな生徒が増えたとみとれる。特に，「好き」

と答えた生徒が、38％から 61％と飛躍的に上

昇したことは，その成果と考えられる。 

 

 

 

 

図 5 より，実践した授業を通して，「どち

らかと言えば嫌い」と答えた生徒がいなくな

り，「好き」と答えた生徒が 34％から 69％へ

と約 2 倍に上昇した。 

 

 

 

 

 

図 6 より，コーチングが技術習得に「とて

も有効であった」と答えた生徒が 17 人，「有

効であった」答えた生徒が 9 人と，26 人全員

が有効であると回答したことがわかる。 

「ナイスプレー！」 

「今課題にしてたことができてたね！」 

「それそれ！今できたこと忘れないうち

にもう一回やってみて！」など 

 

 

アンケートより「たくさん褒めてくれてや

る気が上がった。」と書かれていた。      

図 4 体育は好きですか？ 

図 5 サッカーは好きですか？ 

図 6 教員のコーチングは技術習得に有効

であったか？ 



（9）ワークシートの活用について 

学習ワークシートは、主に生徒の解釈を表

現する場として活用し，生徒の解釈を見とる

手立てとして用いた。 

以下のような成果と課題を上げることが

できる。 

・ワークシートの成果と課題 

成果 

・生徒が授業で分からなかったところをワ

ークシートに書き，教師がコメントを入

れることで，生徒の知識を補うことがで

きた。 

・授業でもポイントを振り返ることができ，

知識を蓄積することができた。 

・共通に課したスキルテストであるリフテ

ィング回数についてその成果を可視化

することができ，生徒のやる気につなが

った。 

課題 

・コーチングがメインになるはずだったが，

「ワークシートのおかげで理解した」と

いう声がいくつかあり，コーチングの有

効性を検証することができなかった。 

 

５．考察 

コーチングを主とした授業づくりを行っ

た。また，授業のスタイルを 1 つのサイクル

として構成し，やることを簡単明確にするな

どの取組から，筆者が見る限り，最初はサッ

カーのルールすらままならなかった生徒たち

が，最終的にはある程度の形になるまで成長

したと見とれた。このことは，研究授業を参

観した多くの方からコメントとしていただい

た。 

今年度の研究から，成果として以下の点が

あげられる。 

・多くの生徒が，コーチングによって，技

術習得することができたと捉えている。 

・ワークシートが授業中のコーチングでの

不明点を補う形になった。 

・アンケートより多くの生徒が「できた」

と実感したことが分かった。 

・ワークシートでの振り返りと教師による

コメント記入は，生徒の「わかる」と「で

きる」を定着させるのではないかと感じ

ることができた 

・一つのサイクルとして授業を行うことが，

生徒の学びやすさにつながると考えら

れる 

 

今回の研究では，コーチング，ワークシ

ート等「分かりやすい授業」を構成するヒ

ントを見つけることができたと考えられる。 

ただし，「わかる」と「できる」が本当に

つながったと言えるのか，「わかりやすい授

業」のスタイルは他にもあるのかなど，課

題や新たな疑問が生まれてきた。 

今年度の成果と課題を考慮し，来年度の

研究に生かしていきたい。 
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